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□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 平成29年3月からは子ども・若者育成支援推進法に基づく子ども・若者総合相談セン

ター(ぷらっとるーむ吹田)として、多くの機関との連携を強化し、相談を実施している。
子供・若者が抱える課題は複雑化・複合化しており、相談件数も増えている。ワンス
トップの総合相談センターとして、本事業はますます重要になっている。今後もさらに
関係機関との連携したチーム支援及び、訪問相談（アウトリーチ）に力を入れるなど支
援が必要とされる青少年の早期発見と、切れ目なく支援できる体制づくりに努める。

令和 元 年度

継続

実施区分

③
青少年活動サポートプラ
ザ青少年相談事業

青少年室
臨床心理士や社会福祉士など資格を有した専門相談員がひきこもり、ニート、不
登校など社会参画において様々な課題を抱え、社会とつながりが希薄になって
いる青少年やその家族に対し、相談事業をはじめ、各種支援事業を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

35,971
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 平成２３年の開館以来、青少年を取り巻く社会的な状況を背景に、青少年が安心

して過ごし、自主的に考え、主体的に活動できる環境づくりを一部委託も交えて、
整備してきた。青少年を支援するボランティアを中心に、施設内において青少年
が大人を含め、年代を超えた様々な人々と交流することで青少年の成長が見ら
れるなど、一定の成果があった。今後は、引き続き、青少年のニーズを把握しな
がら、委託から指定管理者制度への移行なども含めて、検討していく。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
青少年活動サポートプラ

ザ施設運営事業
青少年室

市内の青少年又は青少年団体が安心して学び、活動し、交流できる
場を提供するとともに青少年の居場所を基軸として、青少年の成長ま
たは発達に応じた支援を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

19,150
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 平成２６年度から貸館業務及び施設維持管理業務の一部に指定管理者制度を

導入し、効果的、効率的な施設管理を行い、市民サービスの向上を図っている。
利用者のニーズを把握するため、利用者懇談会や、利用者アンケートを実施しさ
らなる利便性の向上と事業の効率化を図りながら、事業運営を行っている。貸室
の稼働率は高水準を保っており、一定の効果が出ている。今後も青少年が安心
して学び、活動し、交流できる場として、事業を継続していく必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
青少年活動サポートプラ

ザ施設管理事業
青少年室

青少年又は青少年団体が安心して学び、活動し、交流できる場を提供するとともに、そ
の成長または発展に応じた支援を目的とする。主として、子育て青少年拠点夢つなが
り未来館青少年活動サポートプラザの施設の貸館業務及び維持管理を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

78,946
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

431 施策 青少年の健全育成

青少年活動サポートプラザ事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1


